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  a．実践と理論を混合（ハイブリッド）するためのコーディネートを行う。 
  b．選抜の要素を明確にし、納得性の高い選抜を行う。 
  c．効果的、効率的な研修のために、３Ｓ＋Ｔで経営フレームワークをまとめる。 
  ｄ．キャリアプランを含め、変革リーダーとしての気づきを醸成する。 
  ｅ．ケーススタディとレポート評価を行う。 






















































図表 １－１ 法人申告所得推移 
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Development）、もう一つは、徹底したインターネット活用による SCM（Supply Chain Management）
によるものである。シスコ・システムズは、１９９３年に初めての M&A として、Crescendo 
Communicationsを９５Mドルで買収し、１９９８年１２月までに、約７８億ドルの資金を投入して、３０社










ースとして、川上から川下までを一つのビジネスプロセスとして統合し、これを the Global 































































































数字であった。１９９３年４月１日、ルイス V. ガースナーが IBM の新しい CEO に就任した。ガース











Executive Committee）と WMC（World Management Council） が設立された。１９９４年にはそれ
まで地域別であった販売組織がグローバル化され、各国の販売組織は、分権的に営業する主権
を持つ組織ではなくなった。また、ブランドを再構築するために広告費約５億ドルを費やして、





























































1961 1970 1971 1980 1981 1992
 売上高 4,667 8,727 9,557 24,959 27,240 57,073
 営業利益 432 549 737 2,243 2,447 6,273
 純利益　 238 329 510 1,514 1,652 4,725
 S&P 500株価指数　 66 83 98 119 126 413
 株式資本の市場価値 6,284 7,027 10,871 12,173 13,765 68,595
 従業員数　 279,547 396,583 402,000 366,000 404,000 231,000
 米国GNP （lO億ドル） 523 982 1,063 2,626 2,708 5,951
 売上高利益率（ROS） 5.1 3.8 5.3 6.1 6.1 8.4
 株主資本利益率（ROE） 14.8 12.6 17.2 19.5 18.1 20.1
一人あたり売上高 16,693 22,005 23,774 68,194 67,426 247,069
一人あたり営業利益 1,545 1,384 1,833 6,128 6,057 27,156
一人あたり純利益 853 828 1,269 4,137 4,089 20,455
 Borch Jones  Welch
ある。ボーチの
ているが、ジョーンズの時代には、売上・利益の増大に反比例して従業員は減少している。さらに、


































































































































































































































































職能別組織 チーム型組織 連邦分権組織 疑似分権組織 システム型組織
明快さ ○ × ○ × ×
経済性 △ × ○ × ×
方向付け × ○ ○ × △
理解 △ △ ○ × △
意思決定 × × ○ × ×
安定性 ○ × ○ （△） ×
適応性 × ○ ○ （△） ○






















































①予測 ②目的作成 ③プロジェクト策定 ④スケジュール化 ⑤予算化 
⑥仕事の手順の確立 ⑦方針策定 
２．組織化機能 
⑧組織構造開発 ⑨権限委譲 ⑩人間関係構築 
３．統率機能 
⑪意志決定 ⑫情報伝達 ⑬動機付け ⑭人材選抜 ⑮人材開発 
４．統制機能 
































































































































































































































































①活力 ②客観性 ③不確実性への許容性 ④ストレス耐性 ⑤興味範囲 ⑥学才 
Ｂ．コミュニケーションスキル 
⑦口頭プレゼンテーション ⑧口頭弁護 ⑨文書コミュニケーション 
Ｃ．対人スキル 
 ⑩リーダーシップ ⑪インパクト ⑫柔軟性 ⑬社会環境への気づき ⑭自立性 
Ｄ．管理スキル 
 ⑮意思決定 ⑯決断力 ⑰組織化と計画 
Ｅ．分析スキル 







 １．他の人を理解する ２．他の人を育てる ３．サービス重視 ４．多様性を活かす 
 ５．政治の理解 
ｂ．社会的スキル 
 ６．影響を及ぼす ７．コミュニケーション ８．対立マネジメント ９．リーダーシップ 
 １０．変革の触媒者 １１．連帯を築く １２．協調と協力 １３．チーム能力 
Ｂ．個人的コンピテンス 
ｃ．自己認識 
 １４．感情の理解 １５．正確な自己評価 １６．自己確信 
ｄ．自己統制 
 １７．自己コントロール １８．信頼性 １９．誠実性 ２０．適応性 ２１．イノベーション 
ｅ．モチベーション 

















































































































































９スキル ファヨール アレン ミンツバーグ ドラッカー マクレランド AT&T ゴールマン コッター三隅





計画と組織化力 計画 計画 経営資源配分 目標設定 概念的志向 組織化と計画 　




目標達成力 指示 統制 効果測定 達成指向性 達成意欲 ジ
調整 徹底性 コミットメント メ
統制 組織への献身 ン
ト
問題解決力 　 混乱収拾 問題解決
意志決定力 統率 意思決定
決断力
リーダーシップ 　 組織のトップ 動機付け 組織感覚力 リーダーシップ 影響を及ぼす
統率 対人影響力 インパクト　 リーダーシップ













人材育成力 　 人材開発 人材育成力 他の人を育てる シ
ッ
プ
































































































































 H.I.アンゾフ 「企業戦略論」（１９６５） 
 マイケル・ポーター 「競争の戦略」（１９８０）、「競争優位の戦略」（１９８５） 
  
Structure（組織構造） 
 Ａ．Ｄ．チャンドラー 「組織は戦略に従う」（１９６２） 
 ピーター・ドラッガー 「マネジメント」（１９７４） 
 D.ナドラー、M.タッシュマン 「A Model for Diagnosing organizational Behavior」（１９８０） 
 
System（システム） 
 チャンピーとハマー 「リエンジニアリング革命」（１９９３） 
トム・ピーターズ 「自由奔放のマネジメント」（１９９２） 





R.キャプラン D.ノートン 「バランスドスコアカード」（１９９６） 
 
Staff（スタッフ） 
 ヘンリー・ミンツバーグ 「The Nature of Managerial Work」（１９７３） 
 ピーター・ドラッガー 「マネジメント」（１９７４） 
 ジョン・P・コッター 「企業変革力」（１９９６） 
 ロバート・ブレイク、ジェーン・ムートン 「マネジリアル・グリッド」（１９６４） 
 ウォーレン・ベニス 「リーダーシップの王道」（１９８５） 
 ジョン・Ｐ・コッター 「リーダーシップ論」（１９９０） 
 D.C.マクレランド 「２１のコンピテンシー」（１９７５） 
 ダグラス・Ｗ・ブレイ 「ＡＴ＆Ｔにおける「管理者成長研究（ＭＳＰ）」（１９７８） 
 ダニエル・ゴールマン 「ＥＱ：心の知能指数」（２００２） 
 ドナルドスーパー 「ライフ・スパン/ライフ・スペース」（１９８０） 
 エドガー・シャイン 「キャリア・アンカー」（１９９０） 
 ナンシー・シュロスバーグ 「トランジション」（１９９５） 




 Henri Fayol 「General and industrial management 」（１９４９） 
 Allen Louis 「professional management :New Concepts and Proven Practices」（１９７３） 
Shared Value（共有価値） 
 ジェームズ・C・コリンズ、ジェリー・I・ポラス 「ビジョナリー カンパニー」（１９９４） 
 パトリシア・ジョーンズ ラリー・カハナー 「世界最強の社訓」（１９９５） 
Skill（スキル） 





































































































小グループをつくり、ＱＣ活動を進めて行くことを促進し、そのグループをＱＣサークルと名づけた。   
このＱＣ活動の原点は、１９５０年代にデミングがもたらしたものであった。そのデミングの哲学は












































































































































         資料出 ・企業調査データより作









































































すると、下記の例の場合、２００億円もの EVA の差が出る。 
 例）税引き後営業利益１０００億円 投下資本５０００億円とすると、 
   資本コスト７％の場合の資本コスト額は、３５０億円 EVA は６５０億円 










































1 アラビア石油 トヨタ自動車 トヨタ自動車
2 松下電器産業 日本銀行 東京電力
3 新日本製鉄 東京銀行 本田技研工業
4 日立製作所 松下電器産業 全国共催農業（連）
5 トヨタ自動車工業 アラビア石油 キャノン
6 第一勧業銀行 日立製作所 ＪＲ東日本
7 住友銀行 関西電力 武田薬品工業
8 富士銀行 中部電力 ボーダフォン
9 三菱重工業 住友銀行 関西電力
10 日本鋼管 富士銀行 東京海上火災保険
11 三菱銀行 第一勧業銀行 中部電力
12 日本アイ・ビー・エム 三菱銀行 武富士
13 三和銀行 日本生命保険 アコム
14 久保田鉄工 日産自動車 ＮＴＴドコモ関西
15 三井物産 野村証券 セブン・イレブン・ジャパン
16 小松製作所 日本アイ・ビー・エム 九州電力
17 ソニー 三和銀行 ＪＲ東海
18 関西電力 東芝 明治安田生命保険
19 東海銀行 日本興業銀行 日本アイ・ビー・エム
20 川崎製鉄 第一生命保険 東北電力
21 太陽神戸銀行 富士写真フイルム アイフル
22 ブリヂストンタイヤ ソニー プロミス
23 三井銀行 東京瓦斯 デンソー
24 ジャパン石油開発 日本電装 山之内製薬
25 鹿島建設 東京銀行 ＮＴＴドコモ九州
26 武田薬品工業 東海銀行 東京瓦斯
27 三菱商事 大阪瓦斯 ｱﾒﾘｶﾝﾌｧﾐﾘｰ生命保険会社
28 東京銀行 インドネシア石油 日本コカ・コーラ
29 住友金属工業 大和証券 花王
30 協和銀行 富士通 ＮＴＴドコモ東海




資料出所：週刊ダイヤモンド別冊 日本の会社ベスト７万１０７６社（２００４年版）  
図表３－１０ 企業業績格差 
１．トヨタ自動車 ２３６２億円 １．日立製作所 －５８１９億円 
２．ホンダ ２２１９億円 ２．松下電器産業　 －４６５５億円 
３．武田薬品工業 １７５０億円 ３．ＮＥＣ －３９７０億円 
４．日産自動車 １４５３億円 ４．東芝 －３０１０億円 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































最初の「ベーシック・ブルー」は、「Manager Quick Interview」、「Interactive Leaｒnig module 
＆ Simulation」、「Corroborativ
anager Quick Interview」では、人的資源、ビジネス行動ガイド、リーダーシップ、マネジメント、












































































































































































































































まり、経営戦略、マーケティングを３S+T の Strategy, 組織構造、目標管理、経営指標管理、人
事制度、財務・会計をSystem, リーダーシップ、モチベーションなどをStaff, 技術やコアコンピタン
































































































































平均 偏差 平均 偏差 平均 偏差 平均 偏差 平均 偏差
1 業務上の成果 4.77 0.42 4.69 0.46 4.60 0.49 4.83 0.38 4.86 0.35
2 仕事への興味 4.62 0.55 4.07 0.67 4.67 0.80 4.61 0.91 4.67 0.67
3 自己の成長 4.54 0.60 3.93 0.64 4.67 0.82 4.59 0.73 4.58 0.67
4 仕事の意義 4.48 0.63 3.38 0.61 4.40 0.67 4.46 0.60 4.61 0.71
5 責任 4.44 0.62 3.87 0.53 4.47 0.62 4.42 0.63 4.53 0.62
6 報酬 4.26 0.68 3.91 0.71 4.53 0.70 4.29 0.72 4.44 0.66
7 社会への貢献 4.20 0.74 4.51 0.58 3.83 0.47 4.30 0.62 4.33 0.58
8 他人からのアドバイス 4.12 0.62 4.38 0.82 4.23 0.60 4.28 0.86 4.06 0.60
9 同僚 4.06 0.65 4.49 0.65 4.23 0.54 4.07 0.49 4.14 0.68
10 人との出会い 4.03 0.76 3.38 0.61 4.23 0.56 4.00 0.70 4.22 0.55
11 組織での影響力 3.98 0.74 4.36 0.64 4.33 0.67 4.00 0.60 4.11 0.55
12 専門性 3.96 0.85 3.76 1.00 3.60 0.71 4.14 0.69 4.22 0.71
13 良い仕事の認知 3.95 0.78 3.16 0.80 4.10 0.56 4.03 0.67 4.00 0.65
14 業務での影響力 3.89 0.74 3.51 0.93 4.17 0.73 3.93 0.89 3.89 0.74
15 上司 3.84 0.71 3.07 0.98 4.07 0.87 3.80 0.98 3.86 0.95
16 安全性 3.73 0.94 3.42 0.82 3.73 0.82 3.97 0.82 3.89 0.81
17 自由度 3.70 0.86 3.56 0.86 3.77 0.76 3.67 0.90 3.69 0.84
18 職務環境 3.66 0.82 2.64 0.73 3.83 0.64 3.67 0.73 3.67 0.74
19 昇進 3.62 0.80 3.71 0.88 4.13 0.96 3.70 0.98 3.72 0.84
20 尊敬されること 3.60 0.79 3.58 0.58 3.70 0.66 3.62 0.60 3.69 0.59
21 会社の名声 3.48 0.88 3.67 0.75 4.00 0.76 3.30 0.74 3.69 0.79
22 地位 3.46 0.83 4.02 0.70 4.03 0.60 3.43 0.88 3.58 0.71
23 時間の融通性 3.33 0.96 3.58 0.66 3.33 0.77 3.41 0.71 3.39 0.67
24 福利厚生 3.03 0.85 4.51 0.75 3.23 0.82 3.09 0.86 3.22 0.71
n=250 n=45 n=30 n=69 n=36
































財務 3,377 13.51 3.92 3.93
経理 3,345 13.38 3.24 3.25













1 地位 8.37 8.37
昇進
2 自由度 5.96 14.33
時間の融通性
3 組織での影響力 5.49 19.82
業務での影響力
4 安全性 5.12 24.94
職務環境
5 仕事への興味 4.52 29.46
仕事の意義
6 同僚 4.46 33.92
7 尊敬されること 4.30 38.22
良い仕事の認知
8 自己の成長 3.80 42.02












 因子1  因子2  因子3  因子4
総務 0.7411 -0.1189 0.1370 -0.0966
企画 0.6940 -0.3783 0.2034 0.1790
経理 0.6085 -0.2846 0.4222 -0.3512
人事・労務 0.5914 -0.2401 -0.0012 0.0838
財務 0.5881 -0.2059 0.4497 -0.1251
情報管理 0.5570 -0.0222 0.2800 0.1410
販売 0.1581 -0.9453 0.0398 0.0284
マーケティング 0.2986 -0.7861 0.1934 0.2321









製造 0.1185 0.0783 0.8261 0.2823
出荷物流 0.2798 -0.2298 0.5975 -0.1865
購買 0.1657 -0.1890 0.5403 0.1858
研究開発 0.0379 -0.1644 0.1766 0.7714
因子No. 二乗和 寄与率(%) 累積寄与率(%)
1 2.68 20.63 20.63
2 2.53 19.43 40.07
3 1.94 14.91 54.97
4 1.01 7.74 62.71
　 n=250
平均 偏差 平均 偏差 平均 偏差
目標達成力　 3.85 0.42 3.95 0.33 3.89 0.33
意思決定力　 3.81 0.45 4.03 0.33 3.90 0.34
問題解決力 3.71 0.48 3.96 0.34 3.82 0.35








5 0.48 3.77 0.33
3.75 0.48 4.04 0.31 3.88
3.69 0.43 3.75 0.33 3.72
3.63 0.52 3.76 0.33 3.69
3.66 0.50 3.90 0.35 3.77
3.81 0.46 3.97 0.35 3.88




















意思決定力　 0.8000 0.2623 0.3612
問題解決力 0.7880 0.3473 0.2625
情報力 0.6653 0.3318 0.3714
目標達成力　 0.5729 0.6190 0.2538
計画と組織化力　 0.5444 0.5055 0.3098
人材育成力　 0.3392 0.7678 0.3822
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 0.3724 0.6019 0.5463
対人能力　 0.3298 0.2752 0.7583
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力　 0.2459 0.2460 0.6633
 因子1  因子2
因子No. 二乗和 寄与率(%) 累積寄与率(%)
1 2.8 30.6 30.6
2 2.0 22.5 53.1
3 2.0 21.7 74.8
因子負荷量　回転後／ﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法
 因子1  因子2  因子3
意思決定力　 0.8544 0.3446 0.2364
問題解決力 0.8357 0.2291 0.3320
情報力 0.7184 0.3601 0.2442
計画と組織化力 0.6642 0.2962 0.4723
目標達成力　 0.6551 0.2540 0.5868
対人能力　 0.2772 0.8405 0.2434
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力　 0.2809 0.6735 0.2802
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 0.4174 0.5347 0.6259
人材育成力　 0.3638 0.4203 0.7324
因子No. 二乗和 寄与率(%) 累積寄与率
1 4.0 44.4 44.4
2 2.4 27.1 71.5













 因子1  因子2  因子3
問題解決力 0.8789 0.2802 0.2597
意思決定力　 0.8611 0.3861 0.1912
情報力 0.8056 0.3144 0.2116
計画と組織化力　 0.7961 0.2698 0.3879
目標達成力　 0.7387 0.3209 0.4629
対人能力　 0.2481 0.9380 0.2044
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力　 0.3588 0.7072 0.2332
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 0.4850 0.5640 0.5660
人材育成力　 0.4802 0.4874 0.6106
因子No. 二乗和 寄与率(%) 累積寄与率(%)
1 3.3 36.4 36.4
2 2.1 23.1 59.5






































































































経営レベルでの課題が設定されているか？        
   
 経営の中で優先順位の高い課題 るか？ 
課題にもれはないか？     
課題の本質を的確に捉えているか？      
      
．分析内容       
外部分析、内部分析の両者が行われているか？ 
外部分析では、顧客、市場、競合などの視点が入っているか？    
内部分析では、３S+T などの視点が入っているか？     
定性的だけでなく、定量的な視点も述べられているか？     
論理的な分析になっているか？      
      
．結論の妥当性             
 結論に導く根拠が十分示されているか？      
 短期・中長期のバランスがとれているか？      
 経営課題を本質的に解決するものになっているか？     
 戦略性が高いものであるか？      
 高付加価値を生み出すことに寄与するか？      
       
４．実現性       
 実現のための課題が具体的に指摘されているか？        
 その課題の解決案が述べられているか？      
 抽象では無く、具体的に述べられているか？      
 具体的な計画実行プロセスが述べられているか？     
 個人だけでなく、チームとしての実行が計画されているか？    
       
５．全体の印象       
 経営レベルの課題設定で、対処的な課題解決策になっていないか？   
 技術だけに偏重した分析でなく、広い視野での分析になっているか？   
 研修で習得したフレームワークを適切に使っているか？     
 構成がわかりやすく、説得力があるか？     
 自分の課題とした当事者意識を持っているか？      
 
１．設定課題       
 






































判別係数 ﾏﾊﾗﾉﾋﾞｽ平方距離 F値 P値
(群2 :
目的変数 123
判別係数 ﾏﾊﾗﾉﾋﾞｽ平方距離 F値 P値 判定 平均値の差 符号ﾁｪｯｸ








































スキル 計画と組織化力　 3.985297 2.674836065 6.54156 0.012918 [*] 0.273437
問題解決力 -5.22374 2.295329795 10.8443 0.001617 [**] 0.0737379 ×
情報力 4.038815 2.651945944 6.787013 0.011406 [*] 0.2118709
知識 財務 -0.25456 2.705505972 6.215339 0.015262 [*] -1.765152
人事・労務 0.309949 2.623478349 7.094668 0.00977 [*] 1.7984848
価値観 同僚 -1.4466 2.688806466 6.392589 0.013937 [*] -0.296212
人との出会い 1.051565 2.743022327 5.820376 0.018718 [*] 0.3106061







０以上 25 7 32








































判別係数 ﾏﾊﾗﾉﾋﾞｽ平方距離 F値 P値 判定 平均値の差符号ﾁｪｯｸ
スキル ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 13.74668 3.402039179 23.63655 1.29E-05 [**] 0.3853164
目標達成力　 -12.0373 4.292055649 15.88864 0.000228 [**] 0.2340109 ×
対人能力　 -6.05223 4.967907669 11.0397 0.001712 [**] 0.216149 ×
計画と組織化力　 6.431417 5.856257112 5.684169 0.02112 [*] 0.3902946
ケース ケース 1.055087 5.195149665 9.570562 0.003293 [**] 1.1119625
知識 マーケティング 0.42412 5.496010487 7.734374 0.007719 [*] 1.6242424
価値観 社会への貢献 -2.68801 4.522719504 14.14664 0.00046 [**] -0.309091
福利厚生 1.08036 6.332216019 3.196001 0.080132 [ ] 0.4618182









０以上 30 2 32
０未満 3 23 26
全体 33 25 58
［ 精度 ］
(群1 : 群3)
判別的中率( % ) 91.37931034

















判別係数 ﾏﾊﾗﾉﾋﾞｽ平方距離 F値 P値 判定 平均値の差符号ﾁｪｯｸ
スキル ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 12.99999 2.576098313 29.77008 1.31E-06 [**] 0.2036227
目標達成力　 -5.03447 5.4631365 4.769348 0.033418 [ ] 0.1384028 ×
情報力 -5.50591 4.995712481 7.739718 0.007467 [*] 0.0130642 ×
ケース ケース 0.555313 5.690191889 3.428869 0.06964 [ ] 0.7039881
知識 経理 0.83468 3.506375649 19.64045 4.73E-05 [**] 2.14
販売 0.430593 5.132607444 6.838622 0.011592 [*] 2.135
人事・労務 -0.68826 4.08251945 14.52259 0.000362 [**] -0.67
情報管理 -0.30298 5.411554467 5.082801 0.028321 [ ] 1.02 ×
研究開発 0.459939 5.339398447 5.527029 0.022477 [*] 0.285
価値観 他人からのアドバ -2.31217 4.976647179 7.867371 0.007022 [*] -0.235









０以上 36 4 40
０未満 4 21 25
全体 40 25 65
［ 精度 ］
(群2 : 群3)
判別的中率( % ) 87.69230769












































































　 全体 n=88 Ａ社 n=34 Ｂ社 n=28 Ｃ社 n=26













った 4.74 0.44 4.79 0.41 4.63 0.49 4.77 0.43
あった 4.55 0.54 4.53 0.56 4.59 0.50 4.54 0.58
．ケーススタディ
4.74 0.51 4.94 0.24 4.57 0.63 4.65 0.56
4.31 0.74 4.69 0.59 4.00 0.68 NA NA
0.80
8 0.86 4.56 0.70 4.00 0.72 4.15 0.83
8 0.83 4.38 0.78 3.85 0.91 4.23 0.76





15 今後もこの研修を継続すべきである 4.67 0.66 4.61 0.61 4.61 0.83 4.81 0.49
16 今後、この研修を若い世代に拡大すべきである 4.05 1.14 4.15 1.20 3.93 1.18 4.04 1.02
８．その他
17 研修参加の選抜基準は、明確であった 3.17 0.98 3.00 1.15 3.07 0.94 3.50 0.71
18 他の研修参加者から学ぶべきところが多かった 4.50 0.63 4.35 0.73 4.68 0.48 4.50 0.58
19 研修の継続により、社内での共通言語化がはかれている 3.63 0.84 3.41 0.92 3.85 0.66 3.69 0.84
１
変革リーダー研修
2 変革リーダー研修は、有意義であった 4.23 0.60 4.41 0.61 4.04 0.59 4.19 0.5
3 ３６０度アセスメントは、有意義であった 3.80 0.85 3.85 0.70 3.69 0.84 3.85 1.0












13 担当講師のコーディネートは、有意義であった 4.62 0.53 4.76 0.44 4.43 0.63
14 今後も一人の講師がすべて担当すべきである 4.15 0.98 4.18 1.01 4.04 1.07
平均 偏差
1 本研修は全体として、有意義であった 4.82 0.39
7 ケーススタディは、有意義であった 4.74 0.51
5 経営フレームワークの学習は、有意義であった 4.74 0.44
15 今後もこの研修を継続すべきである 4.67 0.66
13 担当講師のコーディネートは、有意義であった 4.62 0.53
6 ３S+Tのフレームワーク学習は、有意義であった 4.55 0.54
18 他の研修参加者から学ぶべきところが多かった 4.50 0.63
12 最終発表会は、有意義であった 4.35 0.77
8 ケースレポート評価は、有意義であった 4.31 0.74
11 事前発表会は、有意義であった 4.28 0.83
2 変革リーダー研修は、有意義であった 4.23 0.60
9 事前課題学習は、有意義であった 4.19 0.79
14 今後も一人の講師がすべて担当すべきである 4.15 0.98
10 自社課題の取り組みと発表は、有意義であった 4.08 0.86
16 今後、この研修を若い世代に拡大すべきである 4.05 1.14
3 ３６０度アセスメントは、有意義であった 3.80 0.85
4 変革リーダー研修は、研修後半までの動機維持に役立った 3.75 0.83
19 研修の継続により、社内での共通言語化がはかれている 3.63 0.84























































































































































































、木本彰子訳 「ジャパンアズナンバーワン」 TBS ブリタニカ 1979) 
 
１０．橘木俊詔 「戦後日本経済を検証する」 東京大学出版会 （2003） 
 
１１．宮崎義一 「戦後日本の企業集団」 日本経済新聞社 （1976） 
 
１２．本荘修二、校条浩 「シスコシステムズ-爆発的成長力の秘密」 ダイヤモンド社 （1999） 
 
１３．Rebecca Saunders(1999), Busineee the Amazon.com Way, Capstone Publishing 
（信達郎監修 「アマゾン・ドットコム」 三修社 2003） 
 
１４．Michael Dell and Catherine Fredman(1999), Direct from Dell, Harpercollins
（國領二郎監訳 「デルの革命」 日本経済出版社 1999） 
 
１５．David Packard(1995), The HP Way, Diane Pub
(伊豆原弓訳 「ＨＰウエイ」 日経ＢＰセンター 1995) 
 




３．韓国経済新聞社 「サムスン電子」 東洋経済 （2002） 
４．洪夏祥 「サムソン経営を築いた男」 日本経済新聞社 （2003） 
「ハイアールの戦略」 かんき出版 （2003） 
６．安室健一 「中国企業の競争力」 日本経済新聞社 （2003） 
 
Ezra F.Vogel（1980）, Japan as number one, Addison-Wesley 
(広中和歌子
８．間宏 「日本的経営の系譜」 文真堂 （1989） 
 
９．吉田和男 「日本型経営システムの功罪」 東洋経済新報社 （1993） 
 
 101
１６．Louis V.Gerstner, Jr.(2002), Who says elephants can’t dance?, Harpercollins 
高遠裕子訳 「虚像も踊る」日本経済新聞社 2002) 





(小林陽太郎監訳、杉山成司訳 「ゼロックスの反撃」 ダイヤモンド社 19
 
１８．Robert Slater(2000), The GE WAY Fieldbook, , w-Hill 
宮本喜一訳 「ウェルチの戦略ノート」 日経 BP社 2000） 
９．GE コーポレート・エクゼクティブ・オフィス 「GE とともに」 ダイヤモンド社 （2001） 
０．Alfred D. Chandler, Jr.(1962) Strategy and Structure, MIT Press 
ree Press 
土岐 坤、高辻萬治、服部照夫訳 「競争の戦略」 ダイヤモンド社、1982） 
３．Michael E. Porter(1985), Competitive Advantage, Free Press 
1985） 











（有賀裕子訳 「組織は戦略に従う」 ダイヤモンド社、2004） 
 
２１．H.Igor Ansoff(1988), The new corporate stratefy Wiley 
（中村元一・黒田哲彦訳「最新・戦略経営」 産能大学出版部、1990） 
 




（土岐 坤、高辻萬治、小野寺武夫 「競争優位の戦略」 ダイヤモンド社、
 
２４．Peter F. Drucker(1974), Management Tasks-Responsibility-Prac
P
（上田惇生訳 「抄訳マネジメント」 ダイヤモンド社、1975） 
 
２５．D.A.Nadler、M.T.Tushman 「A Model for Diagnosing organizational Behavio
Organizational Dynamics. Autumn、P46（1980） 
 
２６．James C.Collins and Jerry I.Porras(1994), Built to Last, Harpercollins 
（山岡洋一訳 「ビジョナリー カンパニー」日経 BP出版センター1995）
 
２７．Patricia Jones and Larry Kahaner（1995）, Sa
（堀紘一監訳 「世界最強の社訓」 講談社 2001） 
 
 102
２８．Gary Hamels and C.K.Prahalad(1994), Competing for the future, Client Distribution Services 
 
（沢崎冬日訳 「アクションラーニング」 ダイヤモンド社、2002） 
社（1995） 
nce, Harper & Row, Publishers 
 
ge, Simon & Schuster 
 「バランススコアカード」 生産性出版、1997） 
７．Henry Mintzberg(1973), The Nature of Mnagerial Work, Harper Collins Publisshers 
３８．John P.Kotter(1996), Leading Change, HBS Press 
９．John P.Kotter(1999), On What Leaders Really Do, HBS Press 
（一條和生訳 「コア・コンピタンス経営」 日本経済新聞社 1995） 
 
２９．Michael Hammer and James Champy(1993), Reengineering The Corporation,  
（野中郁次郎監訳 「リエンジニアリング革命」 日本経済新聞社、1993） 
 
３０．Petre M. Senge(1990), The Fifth Discipline, Doubleday Books
（守部信之訳 「最強組織の法則」 徳間書店、1995） 
 




３３．T.J.Peters and R.H.Waterman(1982), In Serch of Excelle
（大前研一訳 「エクセレントカンパニー」 講談社、1983） 
 
３４．T.J.Peters(1992), Liberation Management,  Random House
（小木曽昭元訳 「自由奔放のマネジメント」 ダイヤモンド社、1994） 
 
３５．Rchard N.Foster （1986）, Innovation The Attacker’s Advanta
（大前研一訳 「イノベーション」 TBS ブリタニカ、1987） 
 




（奥村哲史、須貝栄訳 「マネジャーの仕事」 白桃書房 1993） 
 
（梅津祐良訳 「企業変革力」 ダイヤモンド社 2002） 
 
３




４０．Paul Hersey and Kenneth H.Blanchard(1969), Management of Organizational Behavior,  
Prentice-Hall 
（山本成二、水野基、成田攻訳 「行動科学の展開」 生産性出版 1978） 
小島直記 「リーダーシップの王道」 新潮社 （1987） 
ther than Intelligence, American  
sychologist,28 1-14 
 management specialists to 
e used in the human resource mangement ｃｙｃｌｅ. Boston:Mcber（1975） 
４．D.C.McClelland A guide to job competence assessment （1976） 
y requirements of senior and  
id-level positions in the Department of State.  Boston:Mcber（1977） 
al Leadership, St Martins Pr 
土屋京子訳 「ＥＱ リーダーシップ」 日本経済新聞社 2002） 
m Dell Pub Group 
土屋京子訳 「ＥＱ：心の知能指数」 講談社 （1996） 
二村敏子、三善勝代訳 「キャリア・ダシナミクス」 白桃書房 1991） 
r development, Journal of  
ocational Behavior, 13 , 282-298 
ntice-Hall 
in Transition：Linking  
２．渡辺三枝子編 「キャリアの心理学」 ナカニシヤ出版 （2003） 
 
４１．Warren Bennis(1986), Leaders, Harpercollins 
（
 
４２．D.C.McClelland(1973), Testing for Competence ra
P
 





４５．D.C.McClelland, G.O.Klemp, D.miron, Competenc
m
 
４６．Daniel Goleman, Richard Boyatzis and Annie Mckee(2002), Prim
（
 
４７．Daniel Goleman(1995), Emotional Intelligence, Banta
（
 
４８．E.H.Schein(1978), Career dynamics, Addison-Wesley 
（
 
４９．D.E. Super(1980), A life-span, life-spave approach to caree
V
 
５０．J.L. Holland(1985), Making vocational choices, Pre
 
５１．N.K.Schlossberg、E.B.Waters, J.Goodman Counsring Adults 




５３．Henri Fayol and Irwin Gray (1984), General and industrial management, IEEE 
 
５４．Louis A.Allen(1973), Professional management, McGraw Hill 
 
５５．Clayton M.Christenssen(1997), The Innovator’s Dilemma, HBS Press 
マ」翔泳社 2001） 
「多文化世界」 有斐閣 1995） 
依田直也訳 「Made in America」 草思社 1990） 
８．Lyle M.Spencer, Jr. and Signe M. Spencer(1993), Competence at work, Wiley 
（玉田俊平太監訳、伊豆原弓訳 「イノベーションのジレン
 
５６．Geert Hofstede(1991), Cultures and Organizations, McGraw-Hill 
（岩井紀子、岩井八郎訳 
 






５９．高野優訳 「カルロス・ゴーン経営を語る」 日本経済新聞社 2003 
 
６０．Andrea Gabor(1990), The Man who discovered quality, R
２．日刊工業新聞特別取材班 「松下電器Ｖ字回復への挑戦」 日刊工業新聞社 （2002） 
 （1999） 
５．Derek F. Abell and John S. Hammond(1979), Strategic Marketing Planning 
andom House 
(鈴木主税訳 「デミングで蘇ったアメリカ企業」 草思社 1994) 
 




６３．日本経済新聞社編 「トヨタ 奥田イズムの挑戦」 日本経済新聞社
 
６４．日本経済新聞社編 「キャノン高収益復活の秘密」 日本経済新聞社 （2001） 
 
６
（片岡一郎他訳 「戦略市場計画」 ダイヤモンド社 1982） 
 
 105
謝辞 
３年前、５０歳という人生の節目で何か成果を残したいと思い立ち、高知工科大学大学院の起業
き、驚きと新鮮さを感
でしたが、３０代半
で過ごした米国イリノイ大学のキャンパスとオーバーラップしていたのではなかったかと思います。
持ちにさせてくれました。 
実務家の皆さん方から受けた授業
、新鮮で、貴重なものでした。本研究にも、大いに参考にさせていただくことができました。しかし、
澤治教授の多大なるご尽力のおかげであると、こころから感謝を申し上げます。 
き学ばせていただいたことを、社会に向けて
信することと考えています。私が大事にしている言葉の一つに、「Mastery for Service」というフレ
ができたらと、
えています。また、本研究で積み残した課題も多々あり、さらに学び、研究し続けないといけない
います。 
常々、人生において、チャレンジ精神を忘れてはいけないと思っていますが、５０代になった今、
 私をささえてくださった皆さまに心から感謝します。 
 
１８日 
豊中の自宅にて 
武野 昭 
 
家コースに入学させていただきました。初めて、大学のキャンパスを訪れたと
じたことを今でも鮮明に覚えています。社会人大学院生としては、２度目の経験
ば
緑に囲まれたキャンパスと伝統ある風情の建物は、非常に懐かしい気
そのような心地よい気持ちの中で、卓越した知識の先生方や
は
本研究が完結したのは、ご指導いただいた主査の馬場敬三教授、副査の加納剛太教授、同じく副
査の冨
私が先生方にお礼ができるとしたら、ご指導いただ
発
ーズがありますが、本学で学んだことを、社会に発信することで、少しでも社会貢献
考
ことも自負しています。新たな気持ちで、研究を再出発させていきたいと思
次に何にチャレンジするかをワクワクしながら考えて、筆を置くことにします。 
 
 
２００４年６月
 106
